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運用報告書（全体版） 

先進国好配当株式ファンド 
（年２回決算型） 

 

 
 

第７期（決算日：2019年５月７日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「先進国好配当株式ファンド（年

２回決算型）」は、去る５月７日に第７期の決算を行

いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2025年11月７日まで（2016年２月９日設定） 

運用方針 
値上がり益の獲得および配当収益の確保をめ
ざして運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

グローバル株式インカム マ
ザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

世界主要先進国の株式 

運用方法 

・世界主要先進国の株式を主要投資対象と
し、割安で好配当が期待される株式に投資
を行います。 

・信用力が高いと考えられる企業へ投資する
ことで、ファンドの安全性を高め、安定的
な収益の獲得を目指します。 

・30年超の運用実績に裏付けられた独自の割
安評価手法を持つＵＢＳアセット・マネジ
メント株式会社からアドバイスを受け、運
用を行います。 

・原則として、為替ヘッジは行いません。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・株式への実質投資割合に制限
を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合
に制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資は、制限を設けま
せん。 

・外貨建資産への投資は、制限を
設けません。 

分配方針 

毎年５月７日および11月７日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額は、経
費控除後の配当等収益および売買益（評価益
を含みます。）等の全額とします。収益分配金
額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して
決定します。ただし、分配対象収益が少額の
場合には分配を行わないことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＭＳＣＩ ワールド・ 
インデックス（円換算） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

３期(2017年５月８日) 12,384 10 22.2 12,703 25.1 97.4 － 1,915 

４期(2017年11月７日) 13,566 10 9.6 13,958 9.9 98.4 － 2,158 

５期(2018年５月７日) 13,261 10 △ 2.2 13,781 △ 1.3 98.5 － 1,935 

６期(2018年11月７日) 13,422 10 1.3 14,176 2.9 98.6 － 1,873 

７期(2019年５月７日) 13,922 10 3.8 14,806 4.4 98.1 － 1,658 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（円換算）は、ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（米ドル建て税引き後配当込み）（出所：ＭＳＣＩ）

の基準日前営業日の指数を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信が円換算したうえ設定時を10,000

として指数化したものです。 

ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（出所：ＭＳＣＩ）。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たものであります

が、その確実性及び完結性をＭＳＣＩは何ら保証するものではありません。またその著作権はＭＳＣＩに帰属しており、その許諾なし

にコピーを含め電子的、機械的な一切の手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、検索システムを用いて出版物、資

料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
Ｍ Ｓ Ｃ Ｉ  ワ ー ル ド ・ 
インデックス（円換算） 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年11月７日 13,422 － 14,176 － 98.6 － 

11月末 13,394 △ 0.2 14,129 △ 0.3 98.1 － 

12月末 11,885 △11.5 12,663 △10.7 98.2 － 

2019年１月末 12,747 △ 5.0 13,436 △ 5.2 98.7 － 

２月末 13,337 △ 0.6 14,246 0.5 96.7 － 

３月末 13,404 △ 0.1 14,321 1.0 98.6 － 

４月末 14,020 4.5 14,940 5.4 97.0 － 

(期  末)       

2019年５月７日 13,932 3.8 14,806 4.4 98.1 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

運用経過
第７期：2018年11月８日～2019年５月７日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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参考指数：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 ７ 期 首 13,422円
第 ７ 期 末 13,922円
既払分配金 10円
騰 落 率 3.8％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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2

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

基準価額は期首に比べ3.8％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

組入銘柄のうち ERIE  INDEMNITY  COMPANY-CL  A や
BROADCOM INCなどの株価が利益成長への期待感などを背景
に上昇したことなどが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

組入銘柄のうちCENTRICA PLCやSCHLUMBERGER LTDなどの
株価が業績の先行き不透明感などを背景に下落したことや、投資
先通貨のうち米ドルや英ポンド、ユーロが円に対して下落したこ
となどが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

第７期：2018年11月８日～2019年５月７日

投資環境について

株式市況
当期の世界主要先進国株式は、一時大きく下落したものの、その後上昇基調をたどりました。
2018年12月上旬には、中国の大手通信機器メーカー首脳がカナダで拘束されたことを機に
米中通商摩擦の激化への不安感が台頭しました。また、中国の低調な景気指標が発表された
ことや、米国の金融政策について利上げ継続姿勢が示されたことなどから、世界的な景気減
速懸念が広がり、株価は下落しました。
2019年に入ると諸々の先行き不安感が後退したことなどから、株価は戻り基調となりまし
た。その後、米中の通商協議に進展の兆しがみられたことや、米国、ユーロ圏の中央銀行が
相次いで2019年内の政策金利の引き上げを見送る姿勢を示し、世界的に長期国債の利回り
が低下したことなどが株価の押し上げ要因となりました。株価上昇局面では主に米国株が牽
引役となりました。

為替市況
主要通貨のうち米ドルやユーロは、政策金利の引き上げ観測が後退したことなどから円に対
して下落しました。また、英ポンドはイギリスの欧州連合（ＥＵ）からの離脱を巡る先行き
不透明感などを背景に円に対して下落しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
グローバル株式インカム　マザーファンド受益証券の組入比率を概ね99％以上に保ち、実質
的な株式の運用はマザーファンドで行いました。
マザーファンドの期末の組入比率は、99.1％としました。

グローバル株式インカム　マザーファンド
基準価額は期首に比べ4.5％の上昇となりました。
世界主要先進国の株式を主要投資対象とし、株式組入比率は高位に保ちました。
ＵＢＳアセット・マネジメント株式会社からアドバイスを受け、幅広い業種の中から、相対
的に高い配当が期待でき、信用力が高いと判断される銘柄に注目し、中長期的な視点に基づ
いて株価が割安と判断された銘柄を中心に投資してまいりました。

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

当期に新規組入、全株売却した主な銘柄のポイントは以下の通りです。
主な新規組入銘柄
CIE FINANCIERE RICHEMONT-REG（スイス、宝飾ブランド品などの製造／販売会社）：
取扱い製品のブランド価値との対比で株価が割安との判断などに基づいて組み入れました。
AMERIPRISE FINANCIAL INC（アメリカ、金融サービス会社）：注力業務分野の切り替え
による業績改善などを評価して組み入れました。
DAIMLER AG-REGISTERED SHARES（ドイツ、自動車メーカー）：米中摩擦などのマイナ
ス要因があるものの、株価は過度に反応し割安な水準にあるとの判断などに基づいて組み入
れました。
主な全株売却銘柄
SANOFI（フランス、医薬品メーカー）、MERCK & CO. INC.（アメリカ、医薬品メー
カー）、MARVELL TECHNOLOGY GROUP LTD（アメリカ、半導体メーカー）：相対的
な割安度の観点から、他銘柄への入れ替えのため、全株売却しました。

以上のような投資判断を行いましたが、米ドルなどの主要投資先通貨が円に対して下落した
ことなどがマイナス影響となったものの、組入銘柄の株価上昇により基準価額は上昇しまし
た。
組入株式のうち運用成果に影響した主な銘柄は以下の通りです。
（プラス要因）
ERIE INDEMNITY COMPANY-CL A（アメリカ、保険会社）、BROADCOM INC（アメリ
カ、半導体メーカー）：利益成長への期待感などを背景に株価が上昇し、プラスに寄与しま
した。
（マイナス要因）
CENTRICA PLC（イギリス、エネルギーサービス会社）、SCHLUMBERGER LTD（アメリ
カ、石油サービス会社）：業績の先行き不透明感などを背景に株価が下落し、マイナスに影
響しました。

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

（ご参考）

■上位５業種
期首（2018年11月７日） 期末（2019年５月７日）

業種 比率 業種 比率
１ 金融 23.1％ １ 金融 21.6％
２ 生活必需品 13.8％ ２ 情報技術 12.8％
３ 情報技術 13.0％ ３ 生活必需品 12.4％
４ ヘルスケア 11.3％ ４ 一般消費財・サービス 10.3％
５ 一般消費財・サービス 8.6％ ５ ヘルスケア 9.3％

その他業種 29.4％ その他業種 32.7％
合計 99.1％ 合計 99.0％

（注）業種別比率は、マザーファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）業種はＧＩＣＳ（世界産業分類基準）のセクター分類に基づいたものです。

Global Industry Classification Standard（“ＧＩＣＳ”）は、MSCI Inc.とＳ＆Ｐ（Standard & 
Poor's）が開発した業種分類です。ＧＩＣＳに関する知的財産所有権はMSCI Inc.およびＳ＆Ｐに帰
属します。

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＭＳＣＩ ワールド・インデックス（円換算）
です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
（％）

2018/11/７～2019/５/７

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第７期
2018年11月８日～2019年５月７日

当期分配金（対基準価額比率） 10（0.072％）

当期の収益 10

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,922

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
今後の運用方針
グローバル株式インカム　マザーファンド受益証券を高位に組み入れ、マザーファンドを通
じて運用を行っていく方針です。

グローバル株式インカム　マザーファンド
運用環境の見通し
期中には世界経済の先行きへの不安感が広がる局面がありましたが、この時期に前後して欧
米ともに中央銀行が利上げを急がない姿勢を示しています。加えて、景気減速が懸念された
中国について底入れの兆しがみられることも先進国株式にとって明るい材料となり得ましょ
う。但し、米中の通商摩擦や英国のＥＵからの離脱交渉など、この先も株式市場を巡る先行
きの不透明要因が払拭されない状況が続く可能性は否定できません。

今後の運用方針
引き続き、世界主要先進国の株式を主要投資対象とし、株式組入比率は高位に保つ方針です。
ＵＢＳアセット・マネジメント株式会社からアドバイスを受け、株価の相対的な割安度と配
当利回りに着目し、併せて財務状況が堅固と考えられる企業への投資を行います。また、よ
り割安と判断される銘柄への入れ替え等を随時行っていく方針です。先行きへの不透明感が
漂う投資環境において、割安銘柄の株価が直ちに上昇するとは言い難く、また時機をはかる
ことは難しいものの、中長期的には投資価値が見直される局面が訪れるものと考えています。

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

2018年11月８日～2019年５月７日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 87 0.666 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (42) (0.319) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (42) (0.320) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (4) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 9 0.071 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (9) (0.071)

(ｃ)有価証券取引税 2 0.017 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (2) (0.017)

(ｄ)そ の 他 費 用 2 0.012 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.007) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (1) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 100 0.766

期中の平均基準価額は、13,137円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.36％です。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.02％

運用管理費用（販売会社）
0.64％

運用管理費用（投信会社）
0.64％

総経費率
1.36％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

○売買及び取引の状況 (2018年11月８日～2019年５月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル株式インカム マザーファンド 15,485 32,222 153,527 321,904 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年11月８日～2019年５月７日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル株式インカム マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,956,932千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 18,588,323千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.53   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年11月８日～2019年５月７日) 

 

＜先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜グローバル株式インカム マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,923 245 6.2 6,032 45 0.7 

為替直物取引 1,515 781 51.6 3,806 1,283 33.7 

平均保有割合 9.1%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 



品 名：03_90003_252423_007_02_先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）_772878.docx 

日 時：2019/6/13 11:18:00 

ページ：13 
 

― 13 ― 

先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,259千円 
うち利害関係人への支払額（B） 24千円 

（B）／（A） 1.9％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年５月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル株式インカム マザーファンド 887,117 749,075 1,644,669 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年５月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル株式インカム マザーファンド 1,644,669 96.0 

コール・ローン等、その他 68,251 4.0 

投資信託財産総額 1,712,920 100.0 
 

（注） グローバル株式インカム マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（16,339,568千円）の投資信託財産総額（18,771,141

千円）に対する比率は87.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝110.69円 １カナダドル＝82.33円 １ユーロ＝123.93円 １イギリスポンド＝145.08円 

１スイスフラン＝108.80円 １ノルウェークローネ＝12.69円 １オーストラリアドル＝77.38円 １香港ドル＝14.11円 

 

 

親投資信託残高 
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年５月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,712,920,627   

 コール・ローン等 68,251,428   

 グローバル株式インカム マザーファンド(評価額) 1,644,669,199   

(B) 負債 54,019,968   

 未払収益分配金 1,191,537   

 未払解約金 40,962,400   

 未払信託報酬 11,771,775   

 未払利息 137   

 その他未払費用 94,119   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,658,900,659   

 元本 1,191,537,189   

 次期繰越損益金 467,363,470   

(D) 受益権総口数 1,191,537,189口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,922円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 1,395,690,262円 

期中追加設定元本額 74,535,090円 

期中一部解約元本額 278,688,163円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.3922円です。 

 

○損益の状況 (2018年11月８日～2019年５月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      5,436   

 受取利息 2   

 支払利息 △      5,438   

(B) 有価証券売買損益 71,786,790   

 売買益 86,192,120   

 売買損 △ 14,405,330   

(C) 信託報酬等 △ 11,865,986   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 59,915,368   

(E) 前期繰越損益金 241,507,554   

(F) 追加信託差損益金 167,132,085   

 (配当等相当額) (   76,174,682)  

 (売買損益相当額) (   90,957,403)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 468,555,007   

(H) 収益分配金 △  1,191,537   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 467,363,470   

 追加信託差損益金 167,132,085   

 (配当等相当額) (   76,277,936)  

 (売買損益相当額) (   90,854,149)  

 分配準備積立金 305,002,188   

 繰越損益金 △  4,770,803   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年11月８日～ 
2019年５月７日 

費用控除後の配当等収益額 20,968,033円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 162,361,282円 

分配準備積立金額 285,225,692円 

当ファンドの分配対象収益額 468,555,007円 

１万口当たり収益分配対象額 3,932円 

１万口当たり分配金額 10円 

収益分配金金額 1,191,537円 
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先進国好配当株式ファンド（年２回決算型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2019年５月７日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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